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川島町行政改革推進委員会  

会 長 平  修 久    

 

川島町行政改革大綱について（中間報告） 

平成２６年７月１０日付けで諮問された標記について、本委員会で審議した結果、下

記のとおりまとめましたので、今後更なる行政改革の推進に努めてください。 

記 

１ 第３次川島町行政改革大綱第３期行動計画について 

 （１）平成２５年度の実績評価と今後の方向性について 

各項目において概ね計画どおり進められておりましたが、取り組みが遅れている

ものも見受けられました。実績評価をしたことで終わることなく、ＰＤＣＡによる

進行管理をしっかりと行い計画を達成するよう努めて下さい。 

   評価方法についてですが、成果指標が複数ある場合、それぞれの評価数値の平均

値でその項目を評価する手法をとっていますが、立てた指標によって難易度や重要

度は異なりますので適正な評価とは言い難い状況です。より適正に評価ができる手

法を検討してください。 

また、行動計画一覧図で考えた場合、行動目標と行動計画の内容が一致していな

い項目が散見されます。項目ごとの成果指標についても、行動計画や取り組み内容

に対して効果が測りづらいものがありましたので、整合性があり、納得度の高いも

のになるように努めてください。基本方針と行動目標、行動計画の関係性を捉えて

取り組むことは効率的に行政改革を進めることにつながりますので、今年度第４次

大綱を策定する際には、この点に十分留意してください。 

    

 ２ まとめ 

   当委員会としての意見を反映させた進行管理表を別紙のとおり提示しますので、

検討いただき、今後の計画推進に反映するように努めてください。 



また、第３次川島町行政改革大綱の最後の年度であることを自覚し、改めて職員

及び組織全体が行財政改革は何のために必要であるのかを考え、最小の経費で最大

の効果が得られるよう住民サービスを維持しつつ、さらなる向上に向けた行財政改

革の推進を図って下さい。また、第４次大綱の策定にあたっては、第３次大綱まで

の評価項目において達成されたもの、未達成で今後も継続して取り組むもの、社会

情勢の変化に伴い新規で取り組むべきものを精査して策定作業を進めてください。 

 



第４ 川島町行政改革推進委員会 開催経緯（中間報告） 

年 月 日 内   容 

H26.7.10 

     

H26.8.4 

 

H26.9.11 

 

第３次川島町行政改革大綱第３期行動計画について 

 

第３次川島町行政改革大綱第３期行動計画について 

 

第３次川島町行政改革大綱第３期行動計画について 

中間報告案について 
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